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日
本
共
産
党

　
　
　

伊
藤　

和
彦　

議
員

＊

公
明
党

　
　

く
ぼ
た　

美
幸　

議
員

日
本
共
産
党

　
　

さ
と
う　

純
子　

議
員

若
者
の
就
労
支
援
に
尽
力
を
！

竹
ノ
塚
駅
鉄
道
立
体
交
差
化
と

周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
充
実
を
問
う
！

維
持
費
は
、
今
日
ま
で
に
９
億
円
に

も
及
ぶ
。
今
後
、
土
地
・
建
物
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
か
。

【
資
産
管
理
】
綾
瀬
地
区
周
辺
で
は

東
和
セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
更
新
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
更
新
計
画
と

あ
わ
せ
、
建
物
や
土
地
の
今
後
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
東
綾
瀬
区
民
事
務
所
等

の
建
物
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
の
状

況
か
ら
改
築
を
予
定
し
て
い
る
。

中
川
・
大
谷
田
・
佐
野
地
域
の
交
通

過
疎
の
解
消
を
！

【
問
】
大
谷
田
・
佐
野
地
域
に
至
る

バ
ス
路
線
の
整
備
は
、
交
通
過
疎
地

域
の
住
民
に
と
っ
て
長
年
の
悲
願
で

あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

開
始
は
、
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
中
川
地
域
を
対
象
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

【
都
市
建
設
】
大
谷
田
・
中
川
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
は
、
現
在
策
定
中
の
足
立
区
総
合

交
通
計
画
の
概
ね
５
年
以
内
の
短
期

施
策
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

現
在
、
す
で
に
バ
ス
事
業
者
と
協

議
を
開
始
し
て
お
り
、
で
き
る
限
り

早
い
時
期
に
運
行
開
始
が
で
き
る
よ

う
、
実
現
に
努
め
て
い
く
。

区
内
高
校
生
の
就
職
に
つ
な
げ
よ

【
問
】
区
内
高
校
３
年
生
の
最
新
の

就
職
内
定
率
は
何
％
か
。
就
職
未
決

定
者
数
と
あ
わ
せ
て
伺
う
。

「
一
体
改
革
」
は
社
会
保
障
切
り
下

げ
と
増
税
の
改
悪
で
は
な
い
か

【
問
】「
一
体
改
革
」
の
名
の
も
と
、

政
府
は
消
費
税
を
10
％
に
引
き
上
げ
、

さ
ら
に
医
療
、
介
護
、
年
金
の
全
分

野
で
給
付
の
切
り
捨
て
・
負
担
増
を

行
う
一
方
、
大
企
業
の
法
人
税
は
減

税
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
区
長
は
、

区
民
に
押
し
付
け
ら
れ
る
痛
み
は
や

む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

【
区
長
】
世
代
間
の
不
公
平
感
を
少

し
で
も
緩
和
し
、
持
続
可
能
な
社
会

を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
税
制

と
社
会
保
障
制
度
の
改
革
は
不
可
欠

と
考
え
る
。

次
期
介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
案
を

提
出

【
問
】
①
区
は
、
第
５
期
介
護
給
付

費
を
過
大
に
見
積
も
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、
大
幅
値
上
げ
の
一
つ
の

根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
党
が
決

算
特
別
委
員
会
で
明
ら
か
に
し
た
デ�

ー
タ
を
用
い
て
再
計
算
す
れ
ば
、
大

幅
に
総
給
付
費
は
下
が
る
が
ど
う
か
。

②
国
が
介
護
保
険
制
度
創
設
時
に
約

束
し
た
補
助
金
額
に
戻
す
ま
で
の
間
、

そ
の
分
を
区
が
立
て
替
え
よ
。

③
区
の
一
般
会
計
か
ら
財
源
を
投
入

せ
よ
。

【
福
祉
】
①
第
５
期
の
介
護
給
付
費

の
見
込
み
は
、
第
４
期
事
業
計
画
に

お
け
る
介
護
給
付
費
の
伸
び
率
を
勘

案
し
、
適
切
に
見
込
ん
で
い
る
。

②
立
て
替
え
を
す
る
考
え
は
な
い
。

③
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
独
自
に
一
般

財
源
の
投
入
は
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
放
射
能
汚
染
を
抑
え

る
対
策
を
講
じ
よ

【
問
】
学
校
給
食
の
食
材
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
当
区
も
学
校
給
食
の
食

材
を
検
査
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
簡
易
測
定
器
を
全
校
に
配

置
し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
食
材
の
産
地
公
表
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
給

食
食
材
の
検
査
に
つ
い
て
モ
デ
ル
実

施
す
る
方
向
で
、
検
査
期
間
等
の
具

体
的
な
検
討
に
着
手
す
る
。

　

な
お
、
簡
易
測
定
器
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
配
置
す
る
考
え
は
な
い
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
開
始
の
早
急
な
決
断
を

【
問
】
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
は
、
23
区
中
18
区
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
当
区
も
助
成
実
施
が

急
が
れ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
衛
生
】
多
く
の
区
で
公
費
助
成
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、
当
区
も
検
討
し
て
い
く
。

区
内
企
業
の
連
携
に
よ
る
も
の
づ
く

り
を
全
庁
的
に
支
援
せ
よ

【
問
】
大
田
区
と
区
民
、
町
工
場
が

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
開
発
し
た
「
土

の
う
ス
タ
ン
ド
」
等
、
被
災
地
を
支

援
す
る
製
品
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

当
区
も
地
域
経
済
循
環
の
た
め
、

区
内
企
業
の
連
携
に
よ
る
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
を
活
用
し
た
も
の
づ
く

り
を
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
こ
れ
ま
で
企
業
同
士

の
交
流
か
ら
区
内
企
業
の
連
携
に
よ

り
製
品
化
し
販
売
さ
れ
た
事
例
が
あ

る
。
今
後
も
、
企
業
の
交
流
が
よ
り

活
発
と
な
る
よ
う
、
異
業
種
交
流
会

の
方
等
が
多
く
参
加
し
て
い
る
産
業

展
示
会
等
の
開
催
に
よ
り
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
含

め
、
製
品
開
発
等
が
進
む
よ
う
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

保
育
の
質
を
維
持
し
つ
つ
待
機
児
童

の
解
消
を
図
れ

【
問
】
保
育
所
待
機
児
の
増
加
を
理

由
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
面
積
基
準

の
緩
和
は
、
保
育
の
質
の
低
下
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
待
機
児
の
解
消
は
保
育
所

の
増
設
で
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
保
育
の
質
は
、
保
育
士

の
園
児
へ
の
関
わ
り
方
等
、
様
々
な

要
素
か
ら
判
断
す
べ
き
と
認
識
し
、

面
積
基
準
の
緩
和
が
直
ち
に
質
の
低

下
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
認
証
保
育
所
や
小
規
模
保

育
室
等
の
整
備
に
よ
り
、
待
機
児
童

解
消
に
努
め
て
い
る
。

学
校
を
最
低
で
も
20
校
、

最
大
で
42
校
も
廃
校
す
る
計
画
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

撤
回
す
べ
き

道
理
の
な
い
学
校
統
廃
合
は
止
め
よ

【
問
】
区
教
委
は
「
こ
れ
か
ら
の
25

年
を
考
え
る
適
正
規
模
・
適
正
配
置

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
、
25
年
間
に

組
む
自
治
組
織
の
活
動
内
容
を
発
表

す
る
場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
感
謝
状
等
の
褒
賞
制
度
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

【
地
域
】
先
駆
的
な
活
動
内
容
の
発

表
は
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に
苦
労

さ
れ
て
い
る
自
治
組
織
に
と
っ
て
非

常
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

足
立
区
町
会
・
自
治
会
連
合
会
と

連
携
し
、
平
成
24
年
度
に
発
表
の
場

を
設
け
る
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い

く
。

　

ま
た
、
褒
賞
制
度
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
制
度
に
し
て
い
く
べ
き

か
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

建
物
老
朽
化
の
現
状
を
踏
ま
え
た
施

設
更
新
を
進
め
よ
！

【
問
】
東
綾
瀬
区
民
事
務
所
と
こ
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
２
つ
の
建

物
は
、
建
築
後
40
年
余
が
経
過
し
老

朽
化
し
て
お
り
、
将
来
を
見
通
し
た

建
物
に
更
新
す
べ
き
時
が
来
て
い
る
。

こ
れ
ら
建
物
の
付
帯
設
備
を
含
め
た

　

ま
た
、
高
校
３
年
生
の
就
職
未
決

定
者
を
対
象
に
し
た
区
の
「
新
卒
向

け
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
面
接
対

策
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
企
業
面
接
会
の

実
施
等
、
高
校
の
先
生
方
か
ら
も
評

価
さ
れ
て
い
る
。
平
成
23
年
12
月
と

24
年
２
月
に
開
催
予
定
と
の
こ
と
だ

が
、
よ
り
多
く
の
就
職
未
決
定
者
を

集
め
、
正
規
雇
用
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
、
区
は
最
大
限
の
努
力
と
工
夫

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
産
業
経
済
】
足
立
区
・
荒
川
区
を

管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
管
内

の
高
校
生
の
10
月
末
現
在
の
就
職
内

定
率
は
約
48
％
で
、
就
職
未
決
定
者

は
333
人
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
卒
向
け
集
中
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
か
ら
区

内
各
高
校
の
進
路
担
当
教
諭
に
周
知

し
て
い
る
。
今
後
も
就
職
未
決
定
者

へ
の
事
業
周
知
は
高
校
の
み
な
ら
ず
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

タ
ー
と
連
携
し
て
い
く
。

竹
ノ
塚
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
化
工

事
着
手
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

【
問
】
現
在
、
事
業
認
可
取
得
の
手

続
き
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
取
得

時
期
は
い
つ
頃
か
。

　

ま
た
、
事
業
認
可
取
得
後
、
工
事

着
手
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

【
鉄
道
立
体
】
都
に
対
し
11
月
９
日

に
事
業
認
可
申
請
書
を
提
出
し
て
お

り
、
12
月
中
に
認
可
が
取
得
で
き
る

よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
認
可
取
得
後
は
区
議
会
の

議
決
を
経
た
う
え
で
、
東
武
鉄
道
と

の
施
行
協
定
を
締
結
す
る
。
そ
の
後
、

東
武
鉄
道
と
施
工
業
者
と
の
契
約
手

続
き
等
を
経
て
、
平
成
24
年
秋
頃
に

工
事
着
手
で
き
る
と
考
え
る
。

竹
ノ
塚
駅
に
関
わ
る
新
規
バ
ス
路
線

の
早
期
実
現
を

【
問
】
足
立
区
総
合
交
通
計
画
（
案
）

に
は
、
概
ね
５
年
以
内
に
開
通
を
目

指
す
バ
ス
路
線
と
し
て
、
竹
ノ
塚
駅

東
口
か
ら
補
助
261
号
線
と
補
助
140
号

線
を
経
由
し
て
六
町
駅
、
綾
瀬
駅
ま

で
の
新
路
線
が
あ
る
が
、
早
期
事
業

化
を
、
進
捗
状
況
も
踏
ま
え
伺
う
。

【
都
市
建
設
】
今
後
、
関
係
機
関
等

と
協
議
を
行
い
、
５
年
以
内
の
な
る

べ
く
早
い
時
期
に
事
業
化
が
で
き
る

よ
う
、
実
現
に
努
め
て
い
く
。

国
の
悪
政
か
ら
区
民
を
守
る

　
　
　

区
の
役
割
を
果
た
せ
！
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